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子ども・子育て会議の概要について①

設置の背景
平成25年に国では、政策決定の課程で子育ての当事者や様々な立場の方の
意見を取り入れることができるように、「子ども・子育て会議」を設置

桑名市でも同様に、審議会その他の合議制の機関として「桑名市子ども・子
育て会議」を設置

委員の構成
① 子どもの保護者

② 子ども・子育て支援に関する事業に従事する者

③ 子ども・子育て支援に関し学識経験のある者

④ 関係機関又は関係団体から推薦された者

⑤ 前各号に掲げる者のほか、市長が必要と認める者
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子ども・子育て会議の概要について②

会議の主な役割

① 教育・保育施設や地域型保育事業の利用定員の設定について意見を述べる
② 子ども・子育て支援事業計画を策定・変更について意見を述べる
③ 子育て支援に関する施策の推進に関して、必要な事項や実施状況を調査審

議する

市民の声を施策に反映させ、子ども・子育て支援サービスの充実を図ります。

今年度は、第3期子ども・子育て支援事業計画の策定に向けたニーズ調査等を
実施し、次年度の計画策定にかかる審議を中心に会議を進めていきます。

全員参加型の市政へ
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計画の趣旨
本計画は、子ども・子育て支援制度を活用し、子どもたちの育ちや子育てを担う保護者
の支援に取り組んでいくとともに、地域住民、事業者、関係団体、行政等が協力して全
員参加型の子ども・子育て支援を目指していくものです。

法的根拠
① 子ども・子育て支援法第６１条に基づく市町村子ども・子育て支援事業計画
② 次世代育成支援対策推進法第８条に基づく市町村行動計画
③ こども基本法第１０条に基づく市町村こども計画
④ 子ども・若者育成支援推進法第９条に基づく市町村子ども・若者計画
⑤ 子どもの貧困対策の推進に関する法律第９条に基づく市町村計画

子ども・子育て支援事業計画の概要について①

桑名市での計画策定の経緯

桑名市次世代育成
支援行動計画
（前期・後期）

（平成17～26年度）

第１期桑名市
子ども・子育て
支援事業計画

（平成27～31年度）

第２期桑名市
子ども・子育て
支援事業計画

（令和２～６年度）

第３期桑名市
子ども・子育て
支援事業計画

（令和７～11年度）
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計画の位置づけ

子ども・子育て支援事業計画の概要について②
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ニーズ調査（アンケート調査）
サービスの利用見込（＝需要）等を把握し、基礎資料とするため、子ども・若者や
子育て家庭を対象として、アンケート形式の調査を実施します。

＜調査対象＞
① 就学前児童の保護者（全数）
② 小学生の保護者（2,000人）
③ 中学２年生（全数）
④ 15～39歳の市民（2,000人）

ヒアリング調査・ワークショップ
定型的な調査では把握が難しい個別のニーズを把握するため、様々な方を対象に聞き
とり調査を実施します。

＜調査対象＞（予定）
高校生、子育て中の父親、ひとり親家庭の保護者、障がい児の保護者、
子育て中の外国人、子育てに関わる事業の支援者…等

※ ニーズ調査の対象とならない方や回答があまり得られない（得にくい）方を想定

計画の策定にあたって：ニーズ等の把握方法
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計画の策定にあたって：会議の役割

計画案の審議
本計画案作成にあたっては、子育て中の当事者をはじめさまざまな関係者
から構成される子ども・子育て会議において、グループワークを行いなが
ら審議を行っていきます。

分科会の設置
会議において分科会を設置して、各分科会でグループワークを行い、提言・
報告をまとめ、計画に反映させていきます。
※ 今年度は４つの分科会を設置予定

① 子育て支援分科会 ② 教育・保育支援分科会
③ 就学児童支援分科会 ④ こどもの人権を守る分科会
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計画の策定にあたって：各分科会の様子

過去の分科会の様子

それぞれの視点をもとに課題やその解決に向けた方策を検討。
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・【第１回】ニーズ調査・ヒアリング・ワークショップの結果報告、
現状と課題

・【第２回】計画の骨子、基本理念、事業量の見込等
・【第３回】計画案の検討、パブリックコメントについて
・【第４回】パブリックコメントの結果、計画案の確定

・【第１回】第３期計画策定について、ニーズ調査について
・【第２回】ニーズ調査の検討
・【第３回】ニーズ調査・ヒアリング・ワークショップの経過報告

今後のスケジュール（予定）

令和５年度

令和６年度
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